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VIII 研究活動と研究体制の整備 

 

 教員個人の研究・社会活動については「XIII 教員の研究教育・社会貢献活動」に示した。 

 

1 財務・研究費 

1-1 学外からの研究費補助 

1-1-1 科学研究費補助金の申請・採択状況 
 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２６ 

研究種目 
審査 
区分 

申
請 

採
択

申
請

採
択

申
請

採
択

申
請

採
択

申
請 

採
択 

申 
請 

採
択

特別推進研究 
 5 億円程度  期間 3～5 年 

          
  

特定研究領域 
 2 千万～6 億円程度 
 期間 3～6 年 

計画 
            

            

公募 
            

            

基盤研究（S） 
 5 千万円以上 1 億円程度 
 期間 5 年 

          

  

基盤研究（Ａ） 
 2 千万円以上 5 千万 
 円以下 
 期間 2～4 年 

一般 
  <1> <1> <1> <1> <1> <1>     

1 1 1 1 1 1 1 1 1    

海外学
術調査 

            

            

基盤研究（Ｂ） 
 5 百万円以上 2 千万 
 円以下 
 期間 2～4 年 

一般 
<2> <2> <2> <2> <1> <1> <3> <3> <2> <2> <2>  <2>

6 2 6 3 3 1 7 3 3 3 3 2 

海外学
術調査 

            

      1      

基盤研究（Ｃ） 
 5 百万円以下 
 期間 2～4 年 
 企画調査は 1年 

一般 
<12> <12> <10> <10> <12> <12> <14> <14> <19> <19> <17> <17>

31 17 45 15 41 20 38 24 40 24 45 29 

一般 
時限 

            

1  1          

企画 
調査 

            

            

萌芽研究 
 5 百万円以下 期間 1～3 年 

      <3> <3> <2> <2> <4> <4>
5  4  11 3 8 4 13 5 8 6 

若手研究（Ａ） 
 5 百万円以上 2 千万円以下 
 期間 2～3 年 

            

1      
      

若手研究（Ｂ） 
 5 百万円以上 2 千万円以下 
 期間 2～3 年 

<3> <3> <3> <3> <3> <3> <3> <3> <3> <4> <2> <2>

8 5 6 5 10 5 8 4 7 5 5 4 

研究成果公開促進費 
  

      <1> <1>     
    1 1 2 1 1    

研究活動スタート支援         <1> <1>    
         3 1   

特別研究員奨励費   <1> <1> <1> <1> <1> <1>
期間 3年以内 1 1 1 1 2 2 2 2 1 1 1 1 

奨励研究       
         ４ 1   

合  計 
<15> <15> <17> <17> <17> <17> <17> <17> <29> <29> <25> <25>

54 25 63 25 69 33 65 38 72 42 61 42 

 
※申請欄の数には、転出者を含め転入者を含めない。採択欄の数には、転入者を含め転出者を含めない。 
※〈 〉付き数字は前年度から継続を内数で示す。 
※数字は、申請時・採択時点での件数である。 
※（ ）は研究区分（1）の数字を内数で示す 
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1-1-2 受託研究費の受入 

(1) 受託研究費受入額等について 

研究担当者等 直接経費 間接経費 合計額 研究題目 

受入なし   

計   

 

(2) 共同研究経費受入額等について 

研究担当者等 金額 研究題目 共同研究相手方 

受入なし    

計    

 

1-1-3 寄附金受入額等について 

寄附者 寄附金額 担当教員等 寄附目的等 

向野康江 50,000 向野康江 向野堅一研究に関する研究助成 

郡司晴元 250,000 郡司晴元 体験型環境教育に関する研究助成 

計 300,000   

 

（附属学校） 

寄附者 寄附金額 担当校等 寄附目的等 

附属幼稚園教育振興会 1,400,000 附属幼稚園
茨城大学教育学部附属幼稚園におけ
る教育の振興に関する援助 

附属小学校教育振興会 2,000,000 附属小学校
茨城大学教育学部附属小学校におけ
る教育の振興に関する援助 

附属中学校教育振興会 15,000,000 附属中学校
茨城大学教育学部附属中学校におけ
る教育の振興に関する援助 

附属特別支援学校教育
振興会 280,000 附属特別 

支援学校 
茨城大学教育学部附属特別支援学校
研究助成金 

計 18,680,000   
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1-2 研究費の配分 

教育・研究基盤経費教室等配分表  

(千円) 

教 室 等 教育経費 研究経費 配分額計
配分  

調整額 
最終  

配分額 
前年度
配分額 

国語教育 1,451 1,445 2,896  2,896 3,091

社会科教育 1,125 1,734 2,859  2,859 3,062

数学教育 1,217 1,232 2,449  2,449 2,561

理科教育 971 2,312 3,283  3,283 3,412

音楽教育 787 1,734 2,521  2,521 2,640

美術教育 756.5 1,445 2,201.5  2,201.5 2,389

保健体育 1,205 1,445 2,650  2,650 2,157

技術教育 996 1,240 2,236  2,236 2,232

家政教育 725.5 2,023 2,748.5  2,748.5 2,693

英語教育 548 1,445 1,993  1,993 2,143

障害児教育 1,918 1,445 3,363  3,363 3,519

教育保健 1,611 1,734 3,345  3,345 2,928

学校教育 1,088 2,480 3,568  3,568 3,780

情報文化教室 1,844 2,601 4,445  4,445 4,698

人間環境教育 1,229 3,636 4,865  4,865 5,749

学校臨床心理学 1,187 1,156 2,343  2,343 2,537

教育実践総合センター  578 578  578 654

客員教授  253 253  253 287

配分残額（共通経費へ） 42 42  42 23

合     計 18,659 29,980 48,639 48,639 50,555
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2 研究交流 

2-1 サバティカル 

郡司晴元 平成 26 年 4 月 1 日 から 平成 27 年 1 月 31 日 

賀来健輔 平成 26 年 4 月 1 日 から 平成 27 年 1 月 31 日 

 

2-2 ポスドクの受け入れ 

採用機関 日本学術振興会 

川端 美季 平成 25 年 4 月 1 日 から 平成 28 年 3 月 31 日 

受入教員 瀧澤 利行 

採用機関 日本学術振興会 

 

2-3 組織交流 

2-3-1 学会 

(1) 事務局が設置されたもの 

名  称 役 割 担当者 

日本工業技術教育学会 事務局 工藤 雄司 

日本教育情報学会 

第 31 回年会実行委員会 

実行委員長 工藤 雄司 

全国地方教育史学会 事務局 事務局長 佐藤 環 

 

(2) 学会開催 (主催・共催したもので本学部教員がかかわったもの) 

 

 

3 研究成果 

3-1 学内刊行物 

名  称 発 行 判型 頁数 発行部数 発行年月日 

現代教育の実践的課題 茨城大学教育学

部学校教育教室

A4 版 118 900 部 平成 26 年 7 月

31 日 

名  称 年 月 日 主催・共催 会 場 参加者

数 

日本教育情報学会

第 31 回年会 

平成 27 年 8 月 29 日

～平成 27 年 8 月 30

日 

茨城県教育委員

会，12 市町村教育

委員会，茨城県教

育研究会，茨城県

校長会，茨城大学

後援 

茨城大学教育

学部 

Ｄ棟 201，Ｂ棟

203，204，205，

207，208，311，

312 教室 

180 名 
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2-3-2 講演・シンポジウム 

名  称 月 日 主催・共催 会 場 参加者数 

日本教育情報学会

第 31 回年会記念講

演「巨大津波にい

かに備えるか－茨

城における 3.11 津

波被害と新しい対

策－」講演者：三

村 信男（茨城大学

学長） 

平成 27年 8

月 29 日 

茨城県教育委員

会，12 市町村教育

委員会，茨城県教

育研究会，茨城県

校長会，茨城大学

後援 

茨城大学教育学

部 

Ｄ棟 201 教室 

180 名 

日本教育情報学会

第 31 回年会シンポ

ジウム「21 世紀に

必要な能力を育て

るための教育情報

の役割」 

平成 27年 8

月 29 日 

茨城県教育委員

会，12 市町村教育

委員会，茨城県教

育研究会，茨城県

校長会，茨城大学

後援 

茨城大学教育学

部 

Ｄ棟 201 教室 

180 名 
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2-4 教育委員会との組織交流 

2-4-1 教育学部委託生一覧 (前期) 

 番
号

氏
名

性
別

勤
務

先
職
名

研
究
主

題
受

入
期

間
教

科
等

受
入

教
室

等
受

入
教

員
派

遣
元

1
久
保

ク
ボ

　
由

紀
子

ユ
キ

コ

女
茨

城
町

立
沼

前
小

学
校

教
諭

一
人

一
人
の

読
解

力
を
高

め
る
指

導
の

在
り
方

－
読

み
取
っ
た
こ
と
を
表

現
す
る
活

動
を
通

し
て
－

国
語

国
語

教
育

昌
子

　
佳

広
茨

城
県

教
育

委
員

会

2
小
安

コ
ヤ

ス

　
良

典
ヨ
シ
ノ
リ

男
古

河
市

立
古

河
第

一
中
学

校
教
諭

思
考

力
・判

断
力

・表
現

力
を
育

成
す
る
社

会
科
指

導
と
評

価
の

在
り
方

～
東

日
本
大

震
災

と
「公

共
の
福

祉
」を

題
材

と
し
た
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課

題
へ

の
取

組
み

を
通

し
て
～

社
会

社
会

科
教

育
木

村
　
勝

彦
茨

城
県

教
育

委
員

会

3
会
沢

ア
イ

ザ
ワ

　
裕

之
ヒ
ロ

ユ
キ

男
取

手
市

立
取

手
第

二
中
学

校
教
諭

社
会

参
画
の

態
度

を
養

う
中
学

校
社

会
科

地
理
的

分
野

の
学

習
指
導

の
在

り
方

－
「日

本
の
諸

地
域

」・
「身

近
な
地

域
の

調
査

」に
お
け
る
単

元
の
再

構
成

を
通

し
て
－

社
会

社
会

科
教

育
村

山
　
朝

子
茨

城
県

教
育

委
員

会

4
林ハ
ヤ

シ 　
　
雅

之
マ
サ

ユ
キ

男
利

根
町

立
布

川
小

学
校

教
諭

社
会

的
な
見

方
・考

え
方

を
育
て
る
地

図
学

習
の
在

り
方

－
小

学
校
中

学
年

に
お
け
る
Ｇ
ＩＳ

地
図

の
活

用
を
通

し
て
－

社
会

社
会

科
教

育
小

野
寺

　
　
淳

茨
城

県
教

育
委
員

会

5
手
島

テ
シ
マ

　
一

敏
カ

ズ
トシ

男
結

城
市

立
結

城
中

学
校

教
諭

生
徒

の
科
学

的
な
思

考
力

を
育

て
る
理

科
学

習
指

導
の

在
り
方

－
中

学
校
第

１
学

年
「植

物
の
仲

間
」に

お
け
る
導

入
場

面
と
考

察
場

面
で
の

支
援

を
通

し
て

－
理

科
理

科
教

育
大

辻
　
　
永

山
本

　
勝

博
茨

城
県

教
育

委
員

会

6
岩
渕

イ
ワ

ブ
チ

　
倫

子
ミチ

コ

女
桜

川
市

立
桜

川
中

学
校

教
諭

言
語

で
表
現

す
る
力

を
高

め
る
鑑

賞
指

導
の

在
り
方

－
協

同
的
な
学

習
を
通

し
て
－

音
楽

音
楽

教
育

田
中

　
健

次
茨

城
県

教
育

委
員

会

7
富
永

トミ
ナ

ガ

　
京

子
ケ
イ

コ

女
常

陸
太

田
市

立
金

砂
郷
小

学
校

教
諭

「造
形

遊
び
」に

お
け
る
評

価
の

定
め

方
に
関

す
る
研

究
－

第
４
学
年

「つ
な
い
で
い
くと

」の
授

業
実

践
か
ら
の

考
察

－
図

画
工

作
美

術
教

育
向

野
　
康

江
茨

城
県

教
育

委
員

会

8
櫛
田

ク
シ
ダ

　
亜

季
ア
キ

女
北

茨
城

市
立

中
妻

小
学
校

教
諭

中
学

校
外
国

語
科

へ
の

滑
ら
か

な
接

続
を
目

指
し
た
小

学
校

外
国
語

活
動

の
展

開
～

第
６
学
年

に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト型

タ
ス
ク
活
動

の
工

夫
を
通

し
て
～

外
国

語
活

動
英

語
教

育
猪

井
　
新

一
茨

城
県

教
育

委
員

会

9
家
村

イ
エ
ム

ラ

　
倫

子
ミチ

コ

女
水

戸
市

立
千

波
小

学
校

教
諭

相
手

意
識
を
も
ち
，
自

信
を
も
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン

を
図

ろ
う
と
す
る
態

度
を
育

成
す
る
英

会
話

指
導
の

在
り
方

～
小

中
の
円

滑
な
接

続
を
可
能

と
す
る
文

字
指
導

を
通

し
て
～

外
国

語
活

動
英

語
教

育
齋

藤
　
英

敏
茨

城
県

教
育

委
員

会

10
菅
原

ス
ガ
ワ

ラ

　
美

和
ミワ

女
水

戸
市

立
梅

が
丘

小
学
校

教
諭

よ
り
よ
い
生
き
方

を
考

え
生

き
る
力

を
は

ぐ
くむ

道
徳

教
育

の
在

り
方

～
児

童
一
人

ひ
と
り
が

自
分
を
見

つ
め

，
人

と
か
か

わ
り
な
が

ら
気
持

ち
を
伝

え
合

う
活
動

を
通

し
て
～

道
徳

学
校

教
育

生
越

　
　
達

茨
城

県
教

育
委
員

会

11
武
藤

ム
トウ

　
伸

一
シ
ン

イ
チ

男
土

浦
市

立
土

浦
第

三
中
学

校
教
諭

学
級

へ
の
所

属
感

を
深

め
な
が

ら
，
よ
り
よ
い
人
間

関
係

を
築

く学
級

経
営

の
在

り
方

学
級

経
営

学
校

教
育

杉
本

　
憲

子
茨

城
県

教
育

委
員

会

12
野
田

ノ
ダ

　
瑞

穂
ミズ

ホ

女
日

立
市

立
成

沢
小

学
校

養
護
教

諭
通

常
の

学
校

に
お
け
る
特

別
支

援
教

育
コ
ー
デ
ィネ

ー
タ
ー
の

役
割

－
養

護
教
諭

の
視

点
か

ら
－

特
別

支
援

教
育

障
害

児
教

育
新

井
　
英

靖
茨

城
県

教
育

委
員

会

13
眞
田

サ
ナ

ダ

　
か

お
り

女
城

里
町

立
石

塚
小

学
校

教
諭

通
常

の
学
級

に
お
け
る
特

別
な
教

育
的

ニ
ー
ズ
の

あ
る
児

童
へ

の
支

援
の

在
り
方

～
児

童
同
士

の
関

わ
り
合

い
に
視

点
を
当

て
た
学

級
づ
くり

を
通

し
て
～

特
別

支
援

教
育

障
害

児
教

育
勝

二
　
博

亮
茨

城
県

教
育

委
員

会

14
小
室

コ
ム

ロ

　
直

子
ナ

オ
コ

女
水

戸
市

立
稲

荷
第

一
幼
稚

園
教
諭

気
に
な
る
幼

児
の

理
解

と
指
導

の
在

り
方

～
一

人
一
人

の
発

達
に
応

じ
た
支

援
を
し
て
い
くた

め
に
～

特
別

支
援

教
育

障
害

児
教

育
新

井
　
英

靖
水

戸
市

教
育

委
員

会

15
野
田

ノ
ダ

　
瑞

穂
ミズ

ホ

女
日

立
市

立
成

沢
小

学
校

養
護
教

諭
通

常
の

学
校

に
お
け
る
特

別
支

援
教

育
コ
ー
デ
ィネ

ー
タ
ー
の

役
割

－
養

護
教
諭

の
視

点
か

ら
－

特
別

支
援

教
育

障
害

児
教

育
新

井
　
英

靖
茨

城
県

教
育

委
員

会

16
眞
田

サ
ナ

ダ

　
か

お
り

女
城

里
町

立
石

塚
小

学
校

教
諭

通
常

の
学
級

に
お
け
る
特

別
な
教

育
的

ニ
ー
ズ
の

あ
る
児

童
へ

の
支

援
の

在
り
方

～
児

童
同
士

の
関

わ
り
合

い
に
視

点
を
当

て
た
学

級
づ
くり

を
通

し
て
～

特
別

支
援

教
育

障
害

児
教

育
勝

二
　
博

亮
茨

城
県

教
育

委
員

会

17
小
室

コ
ム

ロ

　
直

子
ナ

オ
コ

女
水

戸
市

立
稲

荷
第

一
幼
稚

園
教
諭

気
に
な
る
幼

児
の

理
解

と
指
導

の
在

り
方

～
一

人
一
人

の
発

達
に
応

じ
た
支

援
を
し
て
い
くた

め
に
～

特
別

支
援

教
育

障
害

児
教

育
新

井
　
英

靖
水

戸
市

教
育

委
員

会

平
成
26

年
4月

1日
(火

)
～

平
成
26

年
9月

30
日

(火
)

平
成
26

年
4月

1日
(火

)
～

平
成
26

年
6月

30
日

(月
)
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2-4-2 教育学部委託生一覧 (後期) 

 N
O

氏
名

性
別

勤
務

先
職
名

研
究

主
題

受
入

期
間

教
科

等
受
入

教
室

等
受

入
教

員
派
遣

元

1
根
本

ネ
モ
ト

　
理
香

リ
カ

女
常

陸
太

田
市

立
山

田
小

学
校

教
諭

自
分
の
考
え
を
明
確
に
伝
え
る
力

を
高
め
る
た
め
の
国
語
科
学
習
指

導
の
在
り
方

－
小
学
校
第
３
学
年
「書

くこ
と
」の

領
域
に
お
け
る
交
流
活
動
の
工
夫

を
通
し
て
－

国
語

国
語

教
育

川
嶋
　
秀
之

茨
城
県
教
育
委
員
会

2
川
又

カ
ワ
マ
タ

　
智
子

ト
モ
コ

女
東

海
村

立
白

方
小

学
校

教
諭

ＩＣ
Ｔを

活
用
し
た
「書

くこ
と
」の

指
導
の
在
り
方

国
語

国
語

教
育

昌
子
　
佳
広

茨
城
県
教
育
委
員
会

3
茅
根

チ
ノ
ネ

　
健
一

ケ
ン

イ
チ

男
日

立
市

立
日

高
中

学
校

教
諭

主
体
的
な
読
み

の
力
を
高
め
る
国
語
科
学

習
指
導
の
在
り
方

－
第
１
学
年
「読

む
こ
と
」の

単
元
に
お
け
る
言
語
活
動
の
ね

ら
い
の
明
確
化
を
通
し
て
－

国
語

国
語

教
育

鈴
木
　
一
史

茨
城
県
教
育
委
員
会

4
森
高

モ
リ
タ
カ

　
美
緒

ミ
オ

女
ひ
た
ち
な
か

市
立

磯
崎

小
学

校
教
諭

互
い
の
考
え
を
伝
え
合

い
，
自
ら
の
考
え
を
再
構
築
し
，
集
団
の
考
え
を
発
展
さ
せ
る
国

語
科
学
習
指

導
の
在
り
方

国
語

国
語

教
育

鈴
木
　
一
史

茨
城
県
教
育
委
員
会

5
大
藤

ダ
イ

ト
ウ

　
一
也

カ
ズ
ヤ

男
常

陸
大

宮
市

立
美

和
中

学
校

教
諭

『意
欲
的
に
読
む
力
を
育

む
国
語
科
学
習

指
導
の
在
り
方
』

～
読
む
こ
と
（文

学
的
文

章
）に

お
け
る
言
語
活
動
の

工
夫
を
通
し
て
～

国
語

国
語

教
育

橋
浦
　
洋
志

茨
城
県
教
育
委
員
会

6
大
須

オ
オ
ス

　
康
行

ヤ
ス
ユ
キ

男
水

戸
市

立
第

四
中

学
校

教
諭

自
分
ご
と
と
し
て
学
ぶ
主

体
的
な
学
び
の
力
を
育
む
社
会
科
指
導
の
在
り
方

～
言
語
活
動
を
伴
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
単
元
づ
く
り
を
通
し
て
～

社
会

社
会

科
教

育
村

山
　
朝
子

茨
城
県
教
育
委
員
会

7
大
森

オ
オ
モ
リ

　
和
行

カ
ズ
ユ

キ

男
大

子
町

立
だ
い
ご
小

学
校

教
諭

思
考
力
・判

断
力
・表

現
力
を
高

め
る
た
め
の
社
会
科
学
習
指
導
の
在

り
方

～
小
学
校
第
４
学
年
「県

内
の
特
色
あ
る
地
域
と
人
々
の
生
活
」の

単
元
に
お
け
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

課
題
を
取
り
入

れ
た
言
語
活
動
の

充
実
を
通
し
て
～

社
会

社
会

科
教

育
木

村
　
勝
彦

茨
城
県
教
育
委
員
会

8
石
川

イ
シ
カ
ワ

　
聡サ
ト
シ

男
水

戸
市

立
見

川
中

学
校

教
諭

「と
も
に
学
び
高

め
合
う
社
会
科
学
習
の
あ
り
方
」

－
公
民
的
分
野
「国

民
の
生
活
と
政
府
の
役
割
」の

単
元
を
事
例
に
－

社
会

社
会

科
教

育
小
野
寺
　
　
淳

茨
城
県
教
育
委
員
会

9
堀
越

ホ
リ
コ
シ

　
奈
緒

子
ナ
オ
コ

女
古

河
市

立
総

和
南

中
学

校
教
諭

数
学
的
活
動
の
楽
し
さ
や
数
学
の

よ
さ
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
す
る
数
学
科
学
習
指
導
の

在
り
方

－
効
果
的
な
話

合
い
活
動
を
実

現
す
る
場
と
発
問
の

工
夫
－

算
数

・数
学

数
学

教
育

根
本
　
　
博

茨
城
県
教
育
委
員
会

10
高
野

タ
カ
ノ

　
桂
子

ケ
イ

コ

女
土

浦
市

立
山

ノ
荘
小

学
校

教
諭

自
分
の
考
え
を
科
学
的
に
表
現

す
る
力
を
は
ぐ
くむ

理
科
学
習
指
導
の

在
り
方

－
科
学
的
な
視

点
の
提
示
と
話

合
い
活
動
の
場
の

工
夫
を
通
し
て
－

理
科

理
科

教
育

矢
島
　
裕
介

茨
城
県
教
育
委
員
会

11
市
毛

イ
チ
ゲ

　
正
行

マ
サ

ユ
キ

男
茨

城
町

立
長

岡
小

学
校

教
諭

科
学
的
な
思
考

力
を
育
て
る
理
科
指
導
の

在
り
方

－
粒
子
領
域
に
お
け
る
系
統
性

を
意
識
し
た
学
習
を
通
し
て
－

理
科

理
科

教
育

大
辻
　
　
永

山
本
　
勝
博

茨
城
県
教
育
委
員
会

12
矢
吹

ヤ
ブ
キ

　
美
左

子
ミ
サ
コ

女
ひ
た
ち
な
か

市
立

那
珂

湊
第

二
小
学

校
教
諭

投
動
作
の
習
得
と
投
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
た
運
動
の

実
践
と
指
導
の
在

り
方

－
楽
し
く活

動
で
き
る
場

の
設
定
と
教
材
の

工
夫
を
通
し
て
－

体
育

保
健

体
育

渡
邊
　
將
司

茨
城
県
教
育
委
員
会

13
廣
沢

ヒ
ロ
サ
ワ

　
清
徳

キ
ヨ
ノ
リ

男
桜

川
市

立
大

和
中

学
校

教
諭

保
健
体
育
科
に
お
け
る
思
考
力

と
は
何
か

～
「２

１
世
紀
型
能
力
」を

踏
ま
え
た
中
学

校
第
3学

年
ネ
ッ
ト
型
球
技
の
授
業
構

想
～

保
健

体
育

保
健

体
育

吉
野
　
　
聡

茨
城
県
教
育
委
員
会

14
小
島

オ
ジ
マ

　
秀
一

シ
ュ
ウ
イ

チ

男
筑

西
市

立
下

館
北

中
学

校
教
諭

技
術
を
適
切
に
評
価
し
活
用
す
る
能
力
と
態
度
を
育

て
る
学
習
指
導
の
在
り
方

－
多
様
な
視
点

か
ら
思
考
し
技
術

を
考
察
す
る
学
習
活
動
を
通
し
て
－

技
術

・家
庭

技
術

教
育

工
藤
　
雄
司

茨
城
県
教
育
委
員
会

15
髙
土

タ
カ
ト

　
雅
美

マ
サ

ミ

女
日

立
市

立
大

沼
小

学
校

教
諭

思
い
や
意
図
を
も
っ
て
表
現
す
る
力
を
育
て
る
音
楽
授
業
の

工
夫

音
楽

音
楽

教
育

田
中
　
健
次

茨
城
県
教
育
委
員
会

16
中
山

ナ
カ
ヤ

マ

　
裕
子

ユ
ウ
コ

女
土

浦
市

立
藤

沢
小

学
校

教
諭

図
画
工
作
科
に
お
け
る
「く

ぎ
打
ち
体
験
」の

教
育
的
意
義
と
そ
の
方
法

図
画

工
作

美
術

教
育

金
子
　
一
夫

茨
城
県
教
育
委
員
会

17
八
木

ヤ
ギ

　
千
鶴

チ
ヅ
ル

女
小

美
玉

市
立

玉
里

中
学

校
教
諭

聞
き
手
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
た
め
の
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
活
動
の
在
り
方

－
音
声
に
よ
る
練
習
過
程
の
工

夫
を
通
し
て
－

外
国

語
英

語
教
育

齋
藤
　
英
敏

茨
城
県
教
育
委
員
会

18
虻
川

ア
ブ

カ
ワ

　
幸コ
ウ
ヘ
イ 平

男
常

陸
太

田
市

立
世

矢
中

学
校

教
諭

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
力
を
高
め
る
た
め
の
英
語

科
学
習
指
導
の
在
り
方

－
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
活
動
へ
の
橋
渡

し
を
意
識
し
た
「な

り
き
り
」活

動
を
通
し
て
－

外
国

語
英

語
教
育

猪
井
　
新
一

茨
城
県
教
育
委
員
会

19
齋
藤

サ
イ
ト
ウ

　
祥
子

サ
チ
コ

女
水

戸
市

立
鯉

淵
小

学
校

教
諭

児
童
一
人
一
人
の
自
己

肯
定
感
と
自
己
有

用
感
を
高
め
る
学
級
経
営

の
在
り
方

－
小
学
校
第
４
学
年
「二

分
の
一
成
人
式
」の

活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
と
実
践
を
通
し
て
－

学
級

経
営

学
校

教
育

佐
藤
　
　
環

茨
城
県
教
育
委
員
会

平
成

26
年

10
月

1日
(水

)
～

平
成
26

年
12

月
31

日
(水

)
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20
松
本

マ
ツ
モ
ト

　
久

美
子

ク
ミコ

女
取
手

市
立
久

賀
小

学
校

教
諭

望
ま
し
い
人
間

関
係
を
築
く学

級
経
営
の
方

策
－

安
心
感
や
自

己
肯
定
感

を
高
め
規
範
意
識
を
育
成

す
る
体
験
的
な
活

動
の
工
夫
を
通
し
て
－

学
級
経
営

学
校
教
育

杉
本
　
憲
子

茨
城
県
教

育
委
員
会

21
坂
入

サ
カ
イ
リ

　
徹トオ

ル

男
筑
西

市
立
明

野
中

学
校

教
諭

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン

力
の
育
成
を
目
指

し
た
生

徒
指
導
の
在

り
方

～
ア
サ

ー
シ
ョン

・ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
通
し
て
～

生
徒
指
導

学
校
教
育

小
川
　
哲
哉

茨
城
県
教

育
委
員
会

22
髙
島

タ
カ
シ
マ

　
江

里
子

エ
リ
コ

女
桜
川

市
立
岩

瀬
西

中
学
校

養
護
教
諭

学
校
不
適
応
へ

の
組
織
的

対
応
に
生
か
す
養
護
教
諭
と
し
て
の
支
援
の

あ
り
方

－
協
働
を
効
果
的
に
進

め
る
「組

織
」と

「養
護
」の

相
互

性
に
着
目
し
て
－

生
徒
指
導

学
校
教
育

生
越

　
　
達

茨
城
県
教

育
委
員
会

23
塙ハ
ナ
ワ 　
寿
昭

トシ
ア
キ

男
常
陸

太
田
市

立
太

田
中
学

校
教
諭

不
登
校
の
解
消

，
未
然

防
止
に
向
け
た
支

援
の
在
り
方

～
生
徒
理
解
を
起
点

と
し
た
多
様
な
取

組
を
通
し
て
～

生
徒
指
導

学
校
教
育

三
輪
　
壽
二

茨
城
県
教

育
委
員
会

24
高
岡

タ
カ
オ
カ

　
成マ
サ
オ 郎

男
行
方

市
立
麻

生
東

小
学
校

教
諭

望
ま
し
い
規
範

意
識
と
，
思
い
や

り
の
心

を
育

て
る
生
徒
指
導

の
在
り
方

－
統
合
新
設
校

に
お
け
る
生
徒
指
導

体
制
づ
くり

を
通
し
て
－

生
徒
指
導

学
校
教
育

三
輪
　
壽
二

茨
城
県
教

育
委
員
会

25
小
堀

コ
ボ
リ

　
隆

弘
タ
カ
ヒ
ロ

男
高
萩

市
立
松

岡
中

学
校

教
諭

一
人
一
人
が
自

己
有
用
感

を
獲
得

で
き
る
生
徒
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
在

り
方

～
予
防
教
育
的

な
「ピ

ア
・サ

ポ
ー
ト
・プ

ロ
グ
ラ
ム

」の
活
用
を
通
し
て
～

生
徒
指
導

学
校
教
育

望
月
　
厚
志

茨
城
県
教

育
委
員
会

26
木
田

キ
ダ

　
正

広
マ
サ
ヒ
ロ

男
つ
くば

市
立

谷
田
部

東
中
学

校
教
諭

全
職
員
が
情
報

を
共

有
し
，
問
題
行

動
の
未
然
防

止
・早

期
対
応
を
図
る
生
徒
指

導
の
在
り
方

－
多
方
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
生
徒
指

導
体
制
の
充

実
に
向
け
て
－

生
徒
指
導

学
校
教
育

加
藤
　
崇
英

茨
城
県
教

育
委
員
会

平
成

26
年

10
月
1日

(水
)

～
平
成
26

年
12
月

31
日
(水
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3 研究成果 

3-1 学内刊行物 

名  称 発 行 判型 頁数 発行部数 発行年月日 

日本教育情報学会年会論

文集 31 

日本教育情報学

会第 31 回年会

実行委員会 

A5 版 327 300 部 
平成 27 年 8 月

29 日 

 


